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評価を効果的に進める方法について質問がなされた．またパネリストと指定討論者を交えた議論では，

オンライン授業が教育のデジタル変革にもたらすインパクトについての活発な議論が行われた． 

文責：コーディネータ 重田勝介（北海道大学） 

 

＜シンポジウム２＞ 

「GIGA スクール構想」によって，全国一律に一人一台情報端末を用いた授業や持ち帰りを想定し

た学習体制が本格化する．しかしながら，現状では情報環境の整備に主眼が置かれ，児童・生徒らが

備えておくべき情報活用能力や情報モラル・セキュリティに関しての検討不足は否めない．この状況

に対して，シンポジウム２では，「オンライン教育本格化時代の情報モラル教育」と題して，現状の情

報モラル教育の課題を明確にし，これからの情報モラル教育についての新しい提案を行うことを意図

した． 

 そこで，メディアリテラシー教育の観点からアプローチしていただく藤川大祐（千葉大学），企業と

連携して効果的な情報モラル指導用教材の開発・実践をされている塩田真吾（静岡大学），学校全体と

して系統的な情報モラルカリキュラムにて指導を行ってきた笹田宗孝（札幌市立平岡中学校）をパネ

ラーにお迎えし，理論・実践の両面からのご提案を頂いた． 

 これまでの情報モラル教育は「危険性周知・危機意識の向上・情報技術の後追い」といった課題を

抱えていたといえるが，創作的・情報発信型の学習活動の中でメディアの特性を学ぶ授業（社会参加

型情報モラル教育）を積極的に取り入れることや，予防教育としてエビデンスに基づいての指導すべ

き内容の選別をおこなうこと，当事者意識を踏まえて，繰り返しのリスク回避場面を想定した授業等

の提案がなされた．また「３層構造アプローチ」による情報モラル指導を長年培ってきた平岡中学校

の取り組みの成果は GIGA スクールの実施基盤においても有効的であり，今後の継承にも期待が集ま

ったといえる． 

 当シンポジウムは，企画当初から「教育現場の先生方向けのシンポジウム」を想定していたため，

笹田はもとより，藤川・塩田の両氏も研究者の視点を持ちつ

つ具体的な実践例も示していただけたため，教育工学に詳し

くない教員にとってもわかりやすい内容となっている．た

だ，後日のアンケート結果から判明したシンポジウム２の参

加者所属の内訳としては，教育現場の先生方は少数であっ

た．「GIGA スクール」が本格化する本年度末から次年度にか

けて，当シンポジウムの内容をもっと多くの教育現場に届け

たいと考えているため，ぜひ学会員の皆様には，以下の情報

を関わりのある現場の先生方や教育機関等へ改めて広めて

いただきたい． 

 

セッション URL: http://www.jset.gr.jp/taikai37/session.html 
YouTube URL  : https://www.youtube.com/watch?v=C1US8-k9gB0 
 

文責：コーディネータ 豊田充崇（和歌山大学） 

 

President Talk 
 
President talk は，大会２日目 09 時 30 分より行われた．本年度は，米国教育コミュニケーショ

ン工学会（AECT）の Michael Grant 会長，中国教育技術協会（CAET）の Ronghuai Huang 副会

長，韓国教育工学会（KSET）の Eunsoon Cho 会長の３名を迎え，本学会の鈴木克明会長ととも

に，各学会の活動や各国の研究動向に関する話題提供を行った． 

Grant 会長からは，近年の欧米を中心とした文献レビューに基づく教育工学研究の批判と展望に

ついて，Huang 会長からは，アジアにおける ICT 活用による教育改革や中国における教育工学分野

の進展について，Cho 会長からは，コロナ禍における韓国および KSET の取り組みと今後の展望に

ついて，それぞれ話題提供があった．その後，鈴木会長からコロナ禍以降の JSET の取り組みと課

題について報告があった． 
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各発表の後，参加者からの質疑応答とそれらを踏まえた発表者間のディスカッションが行われた．

教育工学の専門家としてのコンピテンシー育成に関する質問など，多くの質問が寄せられた．また，

約 100 名とこれまでで最多の参加があったことからも，President Talk に対する関心の高まりがう

かがえた． 

各発表者と講演タイトルは下記の通りである．講演の概要は，2020 年秋季全国大会ウェブサイトの

プログラムページ（https://www.jset.gr.jp/taikai37/session.html）に掲載されている． 

 

・Michael Grant（サウスカロライナ大学，AECT 会長） 

Surveying and Forecasting: Research, Issues, and Pressures in Educational Technology in 
the United States and Western Countries 

・Ronghuai Huang（北京師範大学，CAET 副会長） 

The Development of Educational Technology in a Global Context: Opportunities and 
Prospects 

 ・Eunsoon Cho（牧園大学，KSET 会長） 

  Government Driven Digital Transformation for K-EdTech throughout and after Covid-19 
 ・Katsuaki Suzuki（熊本大学，JSET 会長） 

  Are We Valuable Enough for the Pandemic Challenges and Beyond? 
 

 
President Talk の様子（鈴木会長からの報告） 

 
文責：竹中喜一（愛媛大学） 

 

チュートリアルセッション 
 

今年度は，チュートリアルセッションの専用サイトを 09 月 04 日（金）より公開し，そこからアク

セスできる YouTube での配信動画や各種資料を事前に確認した上で，リアルタイムセッションに参

加する形式をとった．当該サイトへの総アクセス数は 800 程度（延べ人数のため，同じ人が複数回ア

クセスしているケースも含まれる），それぞれの動画視聴回数は 100～150 回程度となり，リアルタイ

ムセッションに向けた準備および振り返りコンテンツとして機能したと思われる． 

チュートリアルセッション１「参加して楽しい，SIG 活動のこれまでとこれから」（09 月 12 日（土）

12 時 30 分～）には，130 名程度の方々にご参加いただいた．事前の配信動画では，SIG 委員会委員

長の稲垣忠（東北学院大学）より，2014 年度から 2020 年度までの SIG 活動の概要をはじめ，多様な

活動の仕方や SIG が大事にしていること（Flexible, Open, Accountable）などが紹介された．大会当

日のリアルタイムセッションでは，稲垣からの趣旨説明に続いて，副委員長の今井亜湖（岐阜大学）

と永田智子（兵庫教育大学大学院）より SIG ポスターとアンケートに関する案内があった．その後，

幹事の中澤明子（東京大学）と根岸千悠（大阪大学）による進行の下，総勢 16 名の SIG 代表者から

なるアピールタイムが設けられた． 

チュートリアルセッション２「論文賞受賞者に聞く，査読対応の極意」（09 月 13 日（日）12 時 30
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分～）には，120 名程度の方々にご参加いただいた．動画の作成は，2008 年と 2018 年に論文賞を受

賞された松河秀哉（東北大学）にお願いし，常に守っている基本の基を中心に，「査読対応は査読前か

ら始まっている」「査読者の声は天の声」「査読者だって辛い」などのポイントをご説明いただいた．

リアルタイムセッションは，合同英文誌 ITEL 共同編集委員長の望月俊男（専修大学）と松河のラジ

オトーク形式で進められた．「回答書はどの程度ていねいに書いたのか」「共著者がいる場合，どのよ

うに協同したのか」といった質問を中心に，具体的な査読対応の核心に迫る議論が行われた． 

チュートリアルセッション３「査読者と語り合う査読ガイドラインの裏側」（09 月 13 日（日）13
時 30 分～）には，120 名程度の方々にご参加いただいた．本年 04 月より施行された査読者ガイドラ

インの解説動画では，日本教育工学会副会長・編集長の山内祐平（東京大学）より，教育的な査読を

主とする基本方針を中心に，論文種別による評価の基準，二重投稿を防ぐための注意点などが説明さ

れた．リアルタイムセッションには，合同英文誌 ITEL 共同編集委員長の望月俊男（専修大学）と副

編集長の向後千春（早稲田大学）が加わり，査読者の今井亜湖（岐阜大学）と時任隼平（関西学院大

学）から出された質問や悩みについてアイディアが共有された．「自分の査読の妥当性がわからず，プ

レッシャーを感じる」「査読中の試行錯誤を，どうすれば論文担当者に伝えられるのか」という声には，

「勉強をしたり，信頼のおける専門家に聞いたりしながら，自身の成長につながる取り組みを積極的

に行ってほしい」「査読時の迷いやその理由，率直な本音は，ぜひ査読経緯の欄に書いてほしい」など

のアドバイスが出された． 

文責：コーディネータ 伏木田稚子（東京都立大学） 

 

企画セッション 
 
09 月 13 日（日）に，将来構想 WG や企業が企画した下の４つのセッションが行われた． 

・企画セッション１：JSET Vision 2030：学会の将来構想公開討論会 

・企画セッション２：オンラインでの基礎学力強化・入学前教育・就職筆記試験対策と 

テストの WEB 化 

・企画セッション３：コロナ渦におけるメディア利用と変化と NHK for School 
・企画セッション４：遠隔・オンライン教育を推進する教育プラットフォーム 

「Microsoft Teams for Education」の活用について 

 

企画セッション１では，まず，ワーキンググループ長の美馬のゆり（公立はこだて未来大学）が将

来構想 WG の設立経緯，目的，活動内容を説明した．続いて，松田岳士（東京都立大学）が将来構想

WG のこれまでの成果，主として 2020 年の活動内容を報告した．そして村上正行（大阪大学）が将

来構想 WG で議論してきた教育工学の定義や，ビジョン・ミッション案を説明した．本企画セッショ

ンには約 100 名の会員が参加し，Google の Jamboard に意見を記入した．その意見をもとに議論が

進められた． 

企画セッション２は，ラインズ株式会社が実施した．COVID-19 の影響を受け，例年通りの授業や

筆記試験対策が難しい中，オンラインでの基礎学力強化を目的に，入学前教育や初年次教育，就職筆

記試験対策，あるいは大学独自テストを WEB で実施する方法について，教材の利用体験や事例を交

えて紹介された． 

企画セッション３は，NHK（日本放送協会）が担当した．COVID-19 によって，E テレそのものや，

NHK for School をはじめとするメディアの利用が，どのように変化したのかについて，最新の調査結

果を踏まえて紹介された．また，約 2000 本の学校向け教育番組と，約 7000 本の関連動画クリップを

見ることができる NHK for School が紹介された． 

企画セッション４は，株式会社内田洋行が行った．COVID-19 の下，web 会議システムを使ってオ

ンライン授業が行われたり，生徒・学生同士のコミュニケーションが取られたりしてきた．本企画セ

ッションでは，教育用プラットフォーム「Microsoft Teams for Education」の効果的な活用方法を，

協同性に注目しながら，豊富な事例を交えて紹介された．オンライン授業等を円滑に進めるためのソ

リューション，サービス，環境などについても紹介された． 

文責：小林由昭（株式会社内田洋行），宇多清二（株式会社内田洋行），坂本將暢（名古屋大学） 



Japan Society for Educational Technology

7

 

第 35 回研究奨励賞及び第 34 回論文賞の選考経過 
顕彰委員会 

 

【第 35 回研究奨励賞】 

この賞は，2019 年度に開催された 2019 年秋季全国大会及び 2020 年春季全国大会で優れた研究発

表を行い，かつ優れた研究歴を持つ若手研究者に対して贈られるものである．なお，「若手」とは，原

則として受賞時に 40 歳を超えていない方を指す． 

今回は，本学会役員の推薦を経て，38 名が第一段投票の対象となった．第一段投票では 26 名の役

員からの投票があり，その結果を踏まえて，７名の候補者を第二段投票の対象者に設定した． 

第二段投票では 31 名の役員からの投票があり，この投票結果および教育工学に関連する過去５年

以内の研究歴を，所定の得点化規則に従い，すべて得点化した結果をふまえて，次の３名の方を授賞

対象とすることを理事会において決定した． 

 

・泰山裕（鳴門教育大学）「思考スキルに対する認識と学力調査結果との関連の検討」 

・長濱澄（東京工業大学）「バイオフィードバックを用いた映像教材視聴時におけるマインドワンダリ

ング抑制に関する基礎的検討」 

・伏木田稚子（東京都立大学）「反転授業における認識的準備活動と講義動画の視聴行動との関係」 

 

 

【第 34 回論文賞】 

この賞は，2019 年度の日本教育工学会論文誌及び Educational Technology Research に掲載され

た論文の中で，特に優れた論文に対して贈られるものである． 

今回は，対象論文 28 編に対し，本学会編集委員会より 11 編が推薦された．顕彰委員会では５名の

正会員からなる論文賞選考委員会を設置し，選考委員会がこの 11 編に対し，評価を行った結果，７編

が投票の対象となった．この７編に対し，43 名の役員あるいは編集委員会委員からの投票があり，こ

の投票結果をふまえて，次の２編の論文を授賞対象とすることを理事会において決定した． 

 

・第 43 巻１号：岡田涼（香川大学）による「協同的な学習に対する動機づけとピアモデリングが異学

年集団での学習活動における積極的参加構造の認知に与える影響」 

・第 43 巻２号：木村充（立教大学），舘野泰一（立教大学）, 松井彩子（一橋大学）, 中原淳（立教

大学）による「大学の経験学習型リーダーシップ教育における学生のリーダーシップ行動尺度の開発

と信頼性および妥当性の検討」 

 

文責：木原俊行（大阪教育大学） 
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SIG-07 インストラクショナルデザイン 

『第 11 回 ID 勉強会（自主ゼミ）』開催報告 
 
●日時：2020 年 10 月 15 日（木）13:00～13:40 
●参加者数：８名 
●会場：[オンライン]Zoom 
 
 

SIG-07（インストラクショナルデザイン：Instructional Design，ID）では，オンラインで１～２

か月に１回程度の頻度で ID 勉強会（自主ゼミ）を開催しています．毎回テーマは異なり，参加者が

持ち回りで ID 関連論文または ID 専門書の講読を行います．今回は第 11 回の報告をさせていただき

ます． 
 
第 11 回の題材は「4C/ID モデル」でした． 
 
van Merrienboer, J. J. G. and Kirschner, P. A. (2018) 4C/ID in the Context of Instructional 

Design and the Learning Sciences. In Fischer, F., Hmelo-Silver, C. E., Goldman, S. R. and 
Reimann, P. (Eds.) International Handbook of the Learning Sciences, Routledge, New York, 
pp.169-179 

 
4C/ID（four component Instructional Design）モデルは，1980 年代にオランダで開発されたモデ

ルで，学習の原動力として意味のある全体的な学習タスクを使用することを強調している点がポイン

トです．具体的には，（1）学習タスク，（2）支援的情報，（3）手続き的な情報，（4）部分練習，の４

要素を組み合わせて授業や研修を設計することが提案されています． 
 
（1）は，実生活のタスクに基づく全体的なタスクを用意します．最初は単純な（でも全体を体験で

きる）タスクを用意し，足場かけも高めに設定します．そして徐々に複雑なレベルのタスクに取り組

んでもらい，足場も外していきます． 
 
さらに，学習者が（1）に取り組む際に手助けするものとして，（2）の支援的情報と，（3）手続き的

情報を用意しておきます．（2）はルーティン化できないような情報（たとえば問題解決や推論，意思

決定に関わる情報）で，（3）は逆にルーティン化できるルールや手順，前提知識といった情報です．

そして，重要なルールや手続きを習得するために，（1）とは別に（4）の部分練習を用意しておきます． 
 
議論の中では，「4C/ID モデルで子どもにお買い物の仕方を教える」例を使って，4C/ID モデルの理

解を深めました．「お金の種類を覚える」とか「合計金額通りに硬貨を組み合わせる」などの，下位要

素の練習を徹底的にしてからお買い物のタスクに向かうのではなくて，最初から「お買い物」の一連

の過程を体験させるタスク（たとえば親のお買い物についていく，お買い物ごっこをするといったタ

スク）を用意するのが，4C/ID モデルのポイントだろうという話になりました． 
 

4C/ID モデルは一見すると複雑なモデルですが，メリルの ID 第一原理をより詳細化したモデルと

言えそうなので，ぜひ使っていきたいと思いました． 
 
レジメなどの詳細および今後の予定などの最新情報は，SIG-07 の Web サイト

（https://sites.google.com/view/jset-sig-id）にて随時更新します．参加を希望される方

は，ID 勉強会（自主ゼミ）申し込みフォームからお申し込み下さい． 
 

文責：高橋暁子（徳島大学） 
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SIG-13 STEM 教育 

第５回研究会 

『STEM/STEAM 教育の学習モデル/カリキュラム構築』開催報告 
 
●日時：2020 年 10 月 31 日（土）16:30～17:30 
●会場：オンライン（Zoom ミーティング） 
●参加者数：23 名 
●テーマ：「STEM/STEAM 教育の学習モデル／カリキュラム構築」 
●プログラム： 

第 1 部 16:30～16:40 
 開催の挨拶（森田裕介，早稲田大学） 
第 2 部 16:40～17:10 
 話題提供（大谷忠，東京学芸大学） 
 高等教育における実践事例紹介（竹中真希子，大分大学） 
第 3 部 17:10～17:30 
 ディスカッション，まとめ 
 

 
本研究会は，教育工学的アプローチによる STEM/STEAM 教育の学習モデル/カリキュラム構築に

ついて，これまでの研究会で蓄積されてきた STEM/STEAM 教育の実践に関する知見を振り返りなが

ら，STEM/STEAM の理論と実践のねらいに関する解説，高等教育における STEAM 教育の実践事例

の紹介と発表を基にした議論が行われた． 
まず，大谷忠（東京学芸大学）から「SIG-13 における STEM 実践のねらい」として話題提供が行

われた．横断的・総合的な問題解決における課題として SDGs を例に挙げながら，問題解決の活動を

軸に発達段階を踏まえて STEM の実践を初等教育から高等教育にかけて展開するための理論的な解

説が行われた． 
次に，竹中真希子（大分大学）から「STEAM の視座と認識の科学」として，大学における STEAM

教育の実践事例が紹介された．遠隔授業環境において，前半に日常の中の数理への気づきや工学的思

考のためのトレーニングを行い，後半にはピタゴラ装置を題材に，ハンズオンとして機構（ピタゴラ

装置）の作製と数学的思考・科学的思考の実践が行われる授業が紹介された．受講学生の作品や学生

による機構の解説，授業を受講しての意見・感想がデータとして示され，授業を通して学生が日常に

おける数理への気づきを獲得したことがわかった． 
最後に，ディスカッションとまとめとして，２名の発表に基づき，STEM/STEAM 教育の学習モデ

ル/カリキュラム構築に関する活発な意見交換が行われた． 
 
 

             
 

文責：江草遼平（明治学院大学） 

  



Japan Society for Educational Technology

10

 

SIG-08 メディア・リテラシー，メディア教育 

第 16 回研究会『デジタル・シティズンシップ： 

メディア・リテラシーとの関係から学ぶ』開催案内 
 
●日時：2020 年 12 月 13 日（日）15:00～17:00 
●会場：オンライン開催（視聴方法はお申込み後にご案内いたします） 
●参加者数：70 名（事前登録制） 
●開催趣旨 
 世界がパンデミックに直面する中，デジタル社会を前提とした新しい規範が教育に求められていま

す．今回はグローバル・シティズンシップの形成を目標とした 30 年の活動の歴史がある iEARN と

いう組織の日本センターである jEARN との共催で，日本で ICT を活用した国際協働学習を実施す

るにあたり，これまで情報教育でふれてこられなかったデジタル・シティズンシップ教育を大きな柱

とした講演およびディスカッションを行います．  
●プログラム： 
開会の挨拶 清水和久（金沢星稜大学／jEARN 理事長） 

【講演 1】「デジタル・シティズンシップの基本と実践」 今度珠美（鳥取県教育委員会） 
【講演 2】「メディア・リテラシーとデジタル・シティズンシップの関係」坂本旬（法政大学） 
【質疑応答・ディスカッション】 

コメンテーター：日本デジタル・シティズンシップ教育研究会の創設メンバ 
坂本旬（法政大学）・豊福晋平（国際大学） 
芳賀高洋（岐阜聖徳学園大学）・今度珠美（鳥取県教育委員会） 

●申込：https://forms.gle/PdD1Ezuewjh33Ca37 
文責：鶴田利郎（国際医療福祉大学） 

 
SIG-13 STEM 教育 

第６回研究会『STEM/STEAM 教育実践の探究・創造活動について 

－小学校の実践を通して－ 』開催案内 
●日時：2020 年 12 月 19 日（土）10:00～12:00 
●会場：Zoom ビデオウェビナーによる Web 開催 
●対象：STEM/STEAM 教育に興味を持つ研究者，教員，学生等 
●参加者数：20 名程度 ※Zoom の仕様上，PC からの参加を推奨します 
●テーマ：「STEM/STEAM 教育実践の探究・創造活動について－小学校の実践を通して－」 
 大谷忠（東京学芸大学），木村優里（NPO 法人東京学芸大子ども未来研究所）から，小学校におけ

る STEM 教育の実践事例を紹介します．事例報告をベースに，幼児教育から高等教育まで連携した課

題解決デザイン・探究活動の深化を検討し，21 世紀型能力の育成・SDGs を見据えた課題設定を意識

した STEM/STEAM 教育のモデル・カリキュラム構築のために，教育工学的な見地からグループディ

スカッションを行います．  
●プログラム： 

第１部 10:00～10:10 開催の挨拶，SIG 活動報告（森田裕介，早稲田大学） 
第２部 10:10～11:00 STEM/STEAM 教育の実践事例紹介 

（大谷忠，東京学芸大学 
木村優里，NPO 法人東京学芸大子ども未来研究所） 

第３部 11:00～11:50 グループディスカッション 
11:50～12:00 まとめ 

●申込：https://forms.gle/4W2FDaNf3cxhk3iw8  
文責：江草遼平（明治学院大学） 
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SIG-11 情報教育 

第 19 回 情報教育研究会 

『情報教育の指導と授業改善に役立つベイズ統計』開催案内 
情報教育を含めた教科教育では，指導へのフィードバックを念頭に置きつつ研究を行う必要がある．

たとえば，ファイルの階層概念でミスコンセプションを所有している生徒の誤概念の要因を探る場合，

ファイル概念に関する因子を多数想定し，因子分析など従来の分析方法により，誤概念の要因を見つ

け，指導に活かす手法がある．昨今，ベイズ統計を用いた教育研究も増えてきているが，指導へのフ

ィードバックを考えたベイズ統計の分析による論文は稀有である．そこで，情報教育の指導と授業改

善に役立つベイズ統計の分析方法についての講演と R + JAGS によるハンズオン型演習を開催する． 
●日時：2020 年 12 月 19 日（土） 

13:20～16:35（13 時から接続開始） 
●場所：Zoom によるオンライン 
●講師：岡田謙介（東京大学） 
●参加費：無料 
●募集人数：50 人 

●スケジュール： 
 13:00 接続開始 

13:10～13:20 参加者の簡単な自己紹介 
 13:20～14:50 講演 
 15:05～16:35 ハンズオン型演習 

●申込方法：①Zoom にサインイン ②このミーティングに事前登録する：https://is.gd/hkcTX0 
③登録後，パスコードなどミーティング参加に関する情報の確認メールが届く 

●事前準備：ハンズオンへの参加を希望する人は，R + JAGS の環境を，ご自身のパソコンに整えて下さい． 
●問い合わせ先：sig-11staff@jset.gr.jp 

第 20 回研究会（予定）2021 年 01 月 31 日（日）14 時～16 時 Zoom によるオンライン 
登壇者 原清治（佛教大学），内藤朝雄（明治大学），加納寛子（山形大学）詳細は Web に掲載 

文責：加納寛子（山形大学） 
 

SIG-01 高等教育・FD 

第８回セミナー『コロナ下における学習環境と 

学習支援を考える』開催案内（第１報） 
●日時：2021 年 02 月 16 日（火）13:30～15:30 
●会場：オンライン開催 （開催月に登録アドレスに Zoom 接続先を連絡いたします） 
●対象：大学教員を目指す方，高等教育・FD・学習環境・学習支援に興味のある方 
●参加者数：100 名程度 
●テーマ：「コロナ下における学習環境と学習支援を考える」 
 2020 年前期はオンライン授業が実施され，後期はハイブリッド授業やハイフレックス授業も展開さ

れました．こうしたオンライン授業が実施される中で，大学はアクティブラーニング教室の運用や 
ラーニングコモンズでの学習支援をどのように展開する必要があるのでしょうか．日本教育工学会

SIG-01「高等教育・FD」では，第８回セミナー「コロナ下における学習環境と学習支援を考える」を

開催し，学習環境や学習支援に関心を持つ参加者とともに今後の方向性を考える機会とします． 
●プログラム： 
開会の挨拶       松河秀哉（東北大学・SIG-01 幹事） 

「日本の４年制大学における悉皆調査をもとにラーニングコモンズの運営・学習支援を考える」 
川面きよ（帝京大学）・岩﨑千晶（関西大学） 

「コロナ下におけるラーニングコモンズでの学習支援」遠海友紀・嶋田みのり（東北学院大学） 
「アクティブラーニング教室での学び―これまでとこれから」 

矢野翔太（東京理科大学大学院）・渡辺雄貴（東京理科大学） 
意見交換会・閉会の挨拶  村上正行（大阪大学・日本教育工学会理事） 
●申込：https://forms.gle/g9HZF7QBCfcCcEYx7（2021 年 02 月 11 日 17 時締切） 

文責：岩﨑千晶（関西大学） 
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日本教育工学会研究会   https://www.jset.gr.jp/study-group/ 
研究会の開催 

 

テーマ 学習支援システム／一般 
●日  時：2020 年 12 月 12 日（土） 
●会  場：オンライン開催 

※長崎大学での現地開催は中止とします． 
●担  当： study-group-core@jset.gr.jp 

プログラム                  発表時間：発表 1 件につき 24 分（発表 19 分，質疑 5 分） 
オンライン開催の方法については，学会 HP に掲載しています． 
参加申し込みは 12 月 04 日 17:00 までに学会 HP にて行って下さい． 
 

10:00-10:05 諸連絡 

10:05-12:10 午前の部 

    
A1) 生涯のスキルパスと履修計画を連動する「AI チャットボット」の研究開発 

長田邦男（静岡大学大学院），永田正樹（静岡大学） 
A2) １人１台の情報端末が導入されてから 1 ヶ月間の活用場面における学習規律の調査 

内田佳途，三井一希（常葉大学），浅井公太（静岡市立南部小学校）， 
棚橋俊介（焼津市立豊田小学校），佐藤和紀（信州大学） 

A3) 教育動画に含まれる特徴の教育作用効果分析 
永田正樹（静岡大学），阿部祐輔（株式会社アバンセシステム） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B1) 虚偽情報を含む広告・見出し創作活動に基づく発信者視点でのメディア・リテラシー醸成の実践報

告 
久保田祐貴，一柳里樹，澤田和宏，田中優之介，加藤昂英（東京大学） 

B2) 小学校におけるインクルーシブ教育の阻害要因に関する考察 
仲西佑香，藤村裕一（鳴門教育大学大学院） 

B3) 社会科の教科書で用いられているグラフからの情報の取り出しに関する児童の実態把握のための

調査設計 
安里基子（東北大学大学院），佐藤正寿（東北学院大学），高橋純（東京学芸大学）， 
堀田龍也（東北大学大学院） 

B4) 大学初年次生がアカデミック・ライティングのどの技術を苦手と感じるかの検討 
三井規裕，時任隼平，福山佑樹，西口啓太（関西学院大学） 

B5) 学級力向上プロジェクトにおけるスマイルカード分類の試み  
―知立市立八ツ田小学校の事例に注目して― 
伊藤大輔（秋田県立大学），大山和則（知立市立猿渡小学校），磯部征尊（愛知教育大学） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
C1) 英語科教員研修で得た成果の転移に関する調査 

時任隼平（関西学院大学），藤井佑介（長崎大学），寺嶋浩介（大阪教育大学）， 
泰山裕（鳴門教育大学） 

C2) 性の多様性を重視する学校風土づくりに関する研究 
墓本晃一，藤村裕一（鳴門教育大学大学院） 

C3) 「自己認識と実際のパフォーマンスの比較」に関する研究の整理 
石井優奈，堀越泉（上智大学大学院），田村恭久（上智大学） 

C4) 中学校におけるテスト採点支援システムの活用が教員による学習者の理解把握と指導の省察に与

える影響についての予備的調査―手作業による採点との比較を通じて― 
中川哲（東北大学大学院），板垣翔大（宮城教育大学），堀田龍也（東北大学大学院） 

C5) 個人の持続的な変容的学習を支援するシステムについての検討 
田中冴，大西淑雅，近藤秀樹，山口真之介（九州工業大学） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
13:05-13:10 委員会挨拶・諸連絡 

13:10-15:15 午後の部① 
 

研究会 

2020 
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A4) 専門学校におけるデータサイエンティスト教育基盤構築 
塩崎雅基，永田正樹（静岡大学） 

A5) １人１台の端末環境，学校共有の端末環境の学級が１ヶ月間 Classroom を使用した際の使用傾向の

分析 
若月陸央（信州大学），鈴木美森，手塚和佳奈，夏目健和，早川愛理，三井一希（常葉大学），

佐藤和紀（信州大学） 
A6) 英語教育において学習支援システムに必要な要素とは？ 

真島顕子（サレジオ工業高等専門学校），大墨礼子（関東学院大学） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B6) 「総合的な学習の時間」から各教科に向けた逆向き設計の指導 

松田稔樹（東京工業大学／江戸川大学） 
B7) 日本の知財教育史（２） 

世良清（三重県立四日市商業高等学校） 
B8) 児童生徒の学校と家庭での学びを ICT を活用してシームレスにつなぐ授業モデルの開発 

坂本誠（東京学芸大学／青梅市立今井小学校），森本康彦（東京学芸大学） 
B9) 児童生徒一人１台端末に関する教員の意識 

登本洋子（桐蔭学園高等学校），高橋純（東京学芸大学） 
B10) 3D プリンタの教育的な活用に関する研究の傾向と学校教育における研究事例の一考察 

臼井昭子（山形大学），登本洋子（桐蔭学園高等学校） 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
 15:25-17:30 午後の部② 

 
A7) 高等学校での「情報 I」を代替可能な専門科目におけるプログラミング教育内容 

深谷和義（椙山女学園大学） 
A8) シンガポール・エストニア・イタリアの初等教育におけるコンピュータサイエンス教育の調査 

小田理代（東北大学大学院），登本洋子（桐蔭学園高等学校），堀田龍也（東北大学大学院） 
A9) 小学校第５学年算数「正多角形」の単元におけるプログラミング教育の学習指導案を対象とした指

導過程の分析 
鈴木美森（常葉大学），佐藤和紀（信州大学），三井一希（常葉大学）， 
中川哲（東北大学大学院），山本朋弘（鹿児島大学大学院），堀田龍也（東北大学大学院） 

A10) 小学校プログラミング教育における系統的な授業展開が及ぼす児童の資質・能力への影響 
後藤壮史（奈良県王寺町立王寺小学校） 

A11) 大学のキャリア教育における批判的課題の再整理 
齊藤絵理子（西武文理大学） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B11) ピアレビューにおける大学初年次生の付与コメントと文章表現力の関連性の検討 

西口啓太，福山佑樹，三井規裕，時任隼平（関西学院大学） 
B12) 地域図書館における英文多読の未導入に関する調査研究 

後藤隆昭（九州看護福祉大学） 
B13) Reflection in Question による問いの質と量の変化 

邱麗，池田文人（北海道大学） 
B14) 4C/ID モデルを基にした救急初療の看護過程学習の足場かけの設計 

増山純二（巨樹の会大学設置準備室／熊本大学大学院）， 
都竹茂樹，戸田真志，平岡斉士，鈴木克明（熊本大学） 

B15) 大学における経験学習型リーダーシップ教育を通じた学びの成果とその後の仕事への移行プロセ

ス ―卒業生への半構造化インタビューに基づく質的研究― 
大原万里奈，佐藤智文，鐙家理玖，竹野桃加，久米佑哉（立教大学）， 
加藤走（立教大学大学院），木村充，田中聡（立教大学） 

 
● 発表時間：当研究会は会員・非会員による討論の場を作ることを目的として開催してきました．討論時

間を確保するために，持ち時間 24 分において質疑応答の時間を 5 分以上は確保していただいておりま

す．よろしくご理解願います． 
● 事前参加登録：オンライン実施のため，12 月 04 日 17:00 までの事前参加登録を必須とします．学会

HP を参照下さい． 
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● 参加費用：参加費は無料です．研究会報告集の年間予約購読代金（3,000 円）を支払済みの本学会会員

以外の方は，報告集代として 1,000 円を事前登録時にお支払い下さい．報告集は後日郵送されます． 

研究会の開催報告  テーマ：教育の情報化／一般 
●日  時：2020 年 10 月 25 日 
●発表件数：35 件 

●会  場：オンライン開催 
●参加者数：150 名（内非会員 40 名） 

今回の研究会では，「教育の情報化」をメインテーマに実施し，一般発表と合わせて 35 件の発表があり

ました．前回に続き，新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，申込みの段階からオンラインでの開

催が決定していたこともありましたが，多くの申込みがありました． 
セッションは，午前午後あわせて８セッションが行われ，150 名を超える参加者がオンライン上に集ま

り，活発な議論が行われました．非会員の参加者も多く，オンライン開催ならではと考えます．日本教育

工学会研究会も，３度目のオンライン開催となりました．参加者の皆様からリアルタイムでご意見をいた

だくこともあり，その都度，改善をしていきながら運営が進められています． 
本研究会にご参加いただきました皆様，また開催にあたりご支援・ご協力をいただきました皆様に深く

御礼を申し上げます．ありがとうございました． 
※オンラインでの開催だったため，研究会の様子の写真がありません．ご了承下さい． 

担当：佐藤和紀（信州大学） 
 

新型コロナウイルス感染症に関する研究会の対応について 
新型コロナウイルス感染症に関する本学会の対応について（04 月 02 日公表） 
http://www.jset.gr.jp/news/news_oth_200402.html に従い， 
・感染拡大状況に応じて，研究会の現地開催を中止する場合があります．中止の場合は，随時本学 
会ホームページに掲載いたします． 
・現地開催が中止の場合でも，オンラインで代替開催可能なものはオンラインで開催することが 
あります． 
・イベント前に，必ず本学会ホームページをご確認下さい． 

 
 
 
  

次回以降の研究会のご案内 
●全国大会が年２回の開催になったことに伴い，03 月の研究会は開催されません． 
●次回の研究会は 2021 年 05 月 22 日（土），富山大学（五福キャンパス）にて開催予定です． 
本研究会の開催形式については，01 月下旬頃 Web ページで告知する予定です．  
●2021 年 07 月以降の日程や開催形式については，12 月下旬以降順次本学会 Web ページにて告知 
する予定です． 
年間予約購読のお勧め 

●年間購読：研究会報告集の年間予約購読価格は郵送料込みで 3,000 円です（当日売りは１冊 
1,000 円と割高になります）．研究会の受付でも年間講読を受け付けております． 
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日本教育工学会 2021 年春季全国大会のお知らせ（第４報） 
 
日本教育工学会 2021 年春季全国大会は関西学院大学西宮上ケ原キャンパスにて開催予定でしたが，

新型コロナウイルス感染症の感染状況の改善に見通しが立たないため，前回の秋季全国大会に引き続

きオンライン開催となりました．前回春季大会とは異なり，正式なオンライン開催となりますので，

ご注意下さい．なお, 発表申込に関するスケジュール変更を行いました．多くの方々のご参加をお待ち

しています． 
 

1．開催期日・会場 

期日：2021 年 03 月 06 日（土）～03 月 07 日（日） 
会場：オンライン開催 
ホスト校：関西学院大学 
 

2．[重要]大会までのスケジュール変更のお知らせ 

オンラインへの大会開催方法の変更に伴い，2021 年春季全国大会における運営上のタスクを見直し

た結果，プログラム編成に時間的な余裕が生じました．そこで，より多くの参加者の方により充実し

た発表をしていただけるよう，以下の通り締め切りを，今年度については特別に延長することに致し

ました．下記のようになりますので，奮ってお申し込み下さい． 
 

2020 年 12 月 18 日 
17:00 金 一般研究発表申込締め切り（International Session を含みます） 

2021 年 01 月 08 日 金 一般研究発表原稿差し替え締め切り 
2021 年 01 月 22 日 
17:00 金 発表者の参加費送金締め切り（クレジット, 振込・振替ともに） 

自主企画セッション開催費送金締め切り 
2021 年 02 月 26 日 
17:00 金 発表者以外の参加費事前（早割）送金締め切り（クレジット，振込・

振替ともに） 
2021 年 03 月 01 日 
17:00 月 発表者以外の参加費事前送金締め切り（振込・振替） 

 
3．大会日程 

各日のスケジュールは下記の通りになっています．発表申込件数や運営に掛かる諸条件によって各

セッションの発表件数，ならびに時間を調整する可能性がありますので，ご了承下さい． 
 

03 月 06 日（土）（１日目） 03 月 07 日（日）（２日目） 
09:00～10:30 
一般研究発表１ 
10:40～12:10 
一般研究発表２ 
自主企画セッション１ 
13:30〜15:20 
一般研究発表３ 
15:30〜17:40 
一般研究発表４ 
18:00～19:00 
懇親会 

09:00～10: 30 
一般研究発表５ 
10:40～12:10 
一般研究発表６ 
自主企画セッション２ 
12:30～13:30 
臨時総会・代議員総会・全体会 
13:40～14:40 
SIG トーク 
14:50～16:40 
シンポジウム 

 

4．今大会での注目点・注意点 

4.1. 講演論文集等について 

・講演論文集はオンライン配信に一本化し，USB での配布をいたしません．あらかじめダウンロー

ドの上，ご参加下さい． 
・USB での講演論文集をご希望の方は，１つ 4,000 円（+送料 500 円）で販売しますので，学会終

了後，学会事務局にて購入方法についてお問合せ下さい．冊子版の販売はございません． 
4.2. セッション・企画について 



 

・春季全国大会の一般研究発表は，口頭発表のみです．発表テーマのカテゴリーは SIG のテーマに

従ったものとなります．インターナショナルセッションも口頭発表にて開催致します． 
・研究発表の枠では，一般研究発表と学生セッションを開催し，研究発表とは別に自主企画セッシ

ョンを開催します． 
・シンポジウムはライブ配信する可能性があります．配信プラットフォーム，アクセス方法につい

ては決まり次第，大会ウェブサイト，ならびにニューズレターにてお知らせいたします． 
4.3. 参加費について 

・参加費は，オンライン配信の講演論文集およびプログラム冊子を含んだ価格となります． 
・2020 年秋季全国大会ご参加の会員には参加費の継続参加割引が適用されます．参加申込システム

で会員番号をご入力いただき，料金カテゴリーから「割引」を選択した上で参加費をお支払い下

さい．なお，早割申込をされた方のみ継続参加割引の対象となります．一般（当日）参加申込の

場合は割引対象となりませんのでご注意下さい．また，割引対象者であるにも関わらず，誤って

通常価格をお支払いされた場合でも，返金ができませんので，十分ご確認・ご注意の上，お支払

いをお願い致します. 
 
5．大会の参加申込及び受付等について 

・大会に参加を希望される方は，以下の手順に従って申し込みをお願いします． 
 

5.1 参加費等について 

発表者の事前支払期限は 2021 年 01 月 22 日（金）17:00 です．発表者以外の方の事前支払期限は

2021 年 02 月 26 日（金）17:00 で，振込・振替の場合は 2021 年 03 月 01 日（月）です． 
 
参加費 
発表者  

早割価格 
10 月 02 日～01 月 22 日（17:00) 

正・准会員（名誉会員は無料） 7,000 円 

学生会員 0 円 

前回大会（2020 年秋季全国大会）参加の会員 

正・准会員 6,000 円 
 
発表者以外  

早割価格 
10 月 02 日 
～02 月 26 日（17:00) 

一般価格 
02 月 26 日（17:00） 
～03 月 07 日（14:30） 

正・准会員 
（名誉会員は無料） 7,000 円 9,000 円 

学生会員 0 円 2,000 円 

非会員 9,000 円 11,000 円 

非会員の学生 2,000 円 4,000 円 
 
講演論文集代（USB 版）：4,000 円（+送料 500 円） 
 
5.2 参加費に関する注意点 

・事前（早割）支払期限以降に送金された場合は，一般（当日）参加の場合との差額をお支払いい

ただきます．事前（早割）支払期限までに発表者の参加費ならびに，上述差額についての納入が

確認できない場合は，発表取り消しとなりますので，ご注意下さい． 
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お支払い後，2021 年 03 月 03 日（火）までのキャンセルについては，春大会企画委員会 
（s-taikai2021@jset.gr.jp）までご連絡下さい．送金なさった分を次年度の年会費に振り替えるこ

とができますが，返金自体はできません．また，非会員の方がキャンセルされる場合は入会をし

ていただくことになります．この日以降は，ご連絡いただいても，原則として振り替え等ができ

ないことをご了承下さい．卒業見込み年月が過ぎた学生会員で継続の連絡がない場合は，「准会

員」に会員種別が変更されています．学生会員としての特典はありませんので，ご注意下さい． 
5.3 事前（早割）の送金と参加登録について 

発表申し込み，事前参加申し込みのシステムには，大会 Web サイト

（https://www.jset.gr.jp/taikai38/index.html） からアクセスして下さい． 
支払い方法は，「①クレジットカード」「②払込・振替」の２つから選択できます． 

 
① クレジットカードによる支払い 
・申し込み後に，クレジットカードの情報を入力する画面に進めます． 

②振込・振替 
・申し込み時に表示される金額と送金内容を，郵便局に備え付けの払込取扱票に記入して，郵便局

の窓口から送金して下さい．必ず会員番号をご記入下さい． 
 
6．一般研究（口頭発表） 

春季全国大会の一般研究発表は口頭発表のみです．所定の時間内に発表を終え，質疑応答時間を設

定します．発表者交代のための時間を１分設けます．また，インターナショナルセッションも一般研

究発表と並行で行います．発表テーマカテゴリーは SIG テーマに沿って設定しています．発表内容に

ついて該当する SIG テーマがない場合は「その他」を選択して下さい． 
なお，ご希望された発表テーマカテゴリーは希望者数に応じて，春大会企画委員会で調整させてい

ただく場合がございます． 
開催予定のテーマカテゴリーは以下のとおりです． 
 

(1) 高等教育・FD  (2)教師教育・実践研究  (3)教育・学習支援システムの開発・実践   
(4)教育の情報化  (5)ゲーム学習・オープンエデュケーション  (6)協調学習・学習科学   
(7)インストラクショナルデザイン  (8)メディア・リテラシー，メディア教育   
(9)コンピテンシースタンダードと能力評価手法の開発  (10)情報教育  (11)人工知能の教育利用  
(12)STEM 教育  (13)小学校プログラミング教育  (14)その他 
 
お申込になりたい SIG テーマは学会ウェブページの SIG 活動（https://www.jset.gr.jp/sig/）にも掲

載されていますので，そちらをご覧下さい． 
 

7．一般発表セッションの発表時間 

発表時間は 20 分（発表 14 分，質疑応答５分，交代１分）です. 
 
8．International Session 

昨年度に引き続き，International Session も実施致します． 
 本セッションでの発表および質疑応答は，英語で行われます．本セッションは，教育工学研究の国

際化に対応するものであるとともに，特に若い研究者に対しては，国際学会等での研究発表や討論に

備える体験を提供する機会でもあります．発表は一般研究発表と同じ時間帯で実施します． 
 
We would like to invite you to the International Session on the annual conference. The purpose of 
this session is to provide an opportunity to present papers and engage in scholarly discussions in 
English, and thus promote internationalization of the JSET community. 
This International Session will be run in parallel with the presentation session (一般研究発表). 
Young scholars as well as experienced researchers are all welcome. Papers related to the following 
topics are invited to the Session. 
 
9．発表内容の撮影，記録，録画等について 

今回のオンライン開催において，発表者，参加者の双方に次のことをお願いいたします． 
(1)発表者は参加者が発表内容を撮影，録音，録画する可能性のあることを承知の上で発表して下さ
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い．参加者に記録されると問題が生じる可能性がある場合には，発表者自身が参加者に記録しない

よう指示して下さい． 
(2)撮影，録音，録画したものについて，日本国の著作権法が規定している範囲以外で利用される場合

は，発表者の許可をとって下さい． 
(3)大会スタッフが記録用写真やニューズレター用写真を撮影します．撮影を拒否される方は，記録係

のスタッフに撮影しないようお伝え下さい． 
 
10．SIG セッション 

日本教育工学会では現在，研究グループである”Special Interest Group(SIG)”で研究活動を活発に進

めています．それぞれの SIG からこれまでの研究テーマや活動，JSET における役割などをライトニ

ングトークの形で紹介します. 
 
11．シンポジウム 

大会２日目の午後にはシンポジウム「デジタル・トランスフォーメーションが変える教育の未来」

が開催されます． 
 
開催趣旨 

Society 5.0（超スマート社会）では，ネットワーク/5G，人工知能（AI），ビッグデータ，IoT（モノ

のインターネット），ロボティクスなどの高度化した先端技術が，あらゆる産業や社会生活に取り入れ

られ，社会のあり方そのものが大きく変化していくことが予想される．こうしたデジタル・トランス

フォーメーション（DX）の急激な進展において，教育業界は異なる分野や業種との連携を通し，これ

までにない教育の形を創造する時期に差し掛かっている．コロナ禍におけるオンライン教育や学習環

境整備の広がりは今後ますます DX を促進することとなるだろう．教育現場における教育変革の差し

迫る必要性を受けて，先端技術×教育の観点から，教育工学研究の果たす役割はますます大きくな

る．本シンポジウムでは，コロナ禍における ICT を活用した教育実践を含めて，これまでの教育工学

研究の知見を振り返りながら，教育工学が担う教育イノベーションについて議論する． 
 

2021 年 
03 月 07 日（日） 

14:50～16:40 シンポジウム 
デジタル・トランスフォーメーションが変える教育

の未来 
[基調講演者] 
安浦寛人（九州大学） 
 
[指定討論者] 
堀田龍也（東北大学） 
 
[パネリスト] 
森田裕介（早稲田大学），高橋純（東京学芸大学），

白井詩沙香（大阪大学） 
 
[司会] 
大山牧子（大阪大学），長濱澄（東京工業大学） 

 
12．学生セッション・自主企画セッション 

(1) 学生セッション 
教育工学に関わる若手育成，若手研究の奨励を目的として，学生発表セッションを設置します．こ

のセッションは学生のみの発表セッションとなります．発表テーマのカテゴリーは一般発表セクショ

ンに従いますが，希望者数によっていくつかのテーマを統合する可能性もあります．ご希望の方は講

演申込システムの発表セッションにて，学生セッションの希望を選択して下さい． 
(2) 自主企画セッション 
自主企画セッションは日本学術振興会（JSPS），科学技術振興機構（JST）などの公的機関や財団か

ら受けた研究外部資金による研究成果の発信，普及を目的に，シンポジウムやワークショップなどの

セッションを自主企画し，実施するものです．自主企画セッション設置者は上記研究費を取得してい

る研究者，または研究チームとなります． 
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自主企画セッションへのお申し込みについては 2020 年 11 月 06 日にて締め切りました． 
 
13．一般発表申込に関する注意点 

13.1 発表者の資格 

・[発表者]は，本学会の会員に限ります．ただし，会員以外が連名者となることは，差し支えありま

せん．ここでいう[発表者]とは，ファースト・オーサーあるいは連名者という意味ではなく，大会

当日発表される方です． 
・[発表者]が年会費を納入されていない場合は，発表申し込みを行えません．また，[発表者]には，

事前に大会参加費を送金して頂くことになっております．なお，大会企画委員会が特に発表を依

頼した場合はこの限りではありません． 
・維持会員に所属する方は，個人会員として入会していなくても最大３名まで発表ができます．た

だし，大会参加費はお支払いいただきます．該当する発表者は，2020 年 12 月 17 日（木）（参加

申込延長に合わせて、こちらも延長致しました）までに大会企画委員会（s-taikai2021@jset.gr. 
jp）にご連絡下さい．この期限を過ぎた後の受付はできませんので，ご注意下さい． 

13.2 一般発表申込件数の制限 

・会員は，一般研究で１件，International Session で 1 件を発表者として申し込むことができま

す． 
・発表者でない連名者の件数には，制限はありません． 
13.3 一般研究の発表申込方法 

・詳細が決まり次第，大会 Web サイトにてご案内します．その案内に従って，原稿ご提出をお願い

します. 
・発表日時の希望には応じられません． 
・発表申込期限の日時は，2020 年 12 月 18 日（金）17:00，原稿差し替え締め切り日時は，2021 年

01 月 08 日（金）17:00 です． 
13.4 原稿ファイルの作成と提出 

・書式は，大会 Web サイトに掲載されるテンプレートをご参照下さい．原稿は，A4 サイズで２ペ

ージです．１ページや３ページ以上のものは受け付けません． 
・講演論文集の電子ファイルは，本文中の文字列が検索できる方法で製作します．そのため，原稿

ファイルは PDF/X-1a 形式で提出して頂きます． 
・その他の原稿ファイル作成時の注意点 

1．PDF 作成時に，図表やキャプションの位置が意図しない場所に移動することがあります．

作成した PDF を印刷してチェックしたのち，投稿して下さい． 
2．PDF にフォントが埋め込まれているか自信がない場合には，一般的なフォント，文字コー

ドを利用して下さい．文字コードによっては，検索できない場合もあります． 
3．提出して頂いたファイルの書式や文字化け等のチェック作業は，大会企画委員会では行いま

せん． 
 
14. その他,発表に関するお願いや注意点 

・原稿は，あるレベルで完結した内容であることを求めます．「結果は当日会場で発表する」等の書

き方はしないで下さい．大会企画委員会で判断し，修正を求める場合があります． 
・著者の欄は研究室名や研究チーム等, 団体名ではなく, 各著者のご氏名, ご所属をそれぞれ記載す

るようにして下さい. 
・類似の内容，シリーズ的な内容を複数の発表者に分割して申し込むことはできません． 
・講演論文集の発行日は，事前申込者がダウンロード可能になる日です． 
・提出された原稿は，学会が Web サイト等に掲載することを許諾していただきます． 

 
15. 問い合わせ先 

大会全般に関しては以下にお問い合わせ下さい．   
大会企画委員会（春季全国大会） 問い合わせ用電子メールアドレス：s-taikai2021@jset.gr.jp 
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春季大会企画委員会 

委員長    山田政寛（九州大学） 

副委員長   松河秀哉（東北大学） 

       時任隼平（関西学院大学） 

幹事     椿本弥生（東京大学） 

       川面きよ（帝京大学） 

委員     遠海友紀（東北学院大学） 

       大山牧子（大阪大学） 

              小林由昭（内田洋行） 

       今野貴之（明星大学） 

       泰山裕 （鳴門教育大学） 

       竹中喜一（愛媛大学） 

       長濱澄 （東京工業大学） 

       御園真史（島根大学） 

担当副会長  堀田龍也（東北大学） 

アドバイザー 鈴木克明（熊本大学） 
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世界各地の初等中等段階の教育において，デジタルトランスフォーメーション（DX）への取り組みが

進んでいます．DX は，人々のこれまでの営みを単にデジタルへと置き換えるものではなく，その対象

を根底から変化させ，革新をもたらすものとされています．折しも新型コロナウイルス禍によるオンラ

イン学習などの進展，文部科学省による GIGA スクール構想など，日本の学校教育・家庭学習，塾や通

信教育等のインフォーマル教育の間において DX への機運も高まってきました．本学会の会員は，教育

分野における DX に関わる研究に長く取り組んできた方も少なくありません．今日，学会としてそれを

特集号テーマに掲げ，理論的・実践的な研究知見を集約し，国内外に広く示していくことが求められて

いると考えます．DX のための基礎的な研究も含めて，皆様の研究の成果をご投稿下さいますよう，よ

ろしくお願い申し上げます． 

 

１. 対象分野 

本特集号で募集する論文テーマについて例示します．DX に関して，初等中等段階の教育の様々な分

野で行われている教育活動の設計・実践・評価についての研究を募集いたします．また，DX ですので，

下記の例示にとらわれない新分野の研究や，一方で基礎的・基盤的な研究など，DX に関わる様々なテ

ーマを幅広く対象とします． 
（1）授業における ICT 活用，オンライン教育，協調学習，アクティブラーニング，アダプティブラー

ニング，ゲーミフィケーションなどの授業や教授，それらを主柱とする教育方法・学習環境に関する

実践と評価 
（2）ラーニングアナリティクス，校務情報化などの教育データの活用に関する設計・実践・評価 
（3）AI（人工知能），AR/VR/MR，IoT などの先端技術の教育分野における活用に関する設計・実践・

評価 
（4）デジタル教科書などのデジタル教材に関する設計・実践・評価 
（5）e-learning や LMS などの学習システムに関する設計・実践・評価 
（6）プログラミングや情報モラルなどの情報活用能力やメディア・リテラシーに関する設計・実践・評価 
（7）DX に関する，あるいはこれに資する教員養成，教員研修の設計・実践・評価 
 

２．募集論文の種類 

通常の論文誌と同様に，「論文」「システム開発論文」「教育実践研究論文」「資料」「寄書」を募集しま

す．それぞれの論文種別については，投稿規定をご覧下さい．論文の査読は，通常の論文誌の場合と同

じです．ただし，査読は２回限りとし，編集委員会が示した掲載の条件を修正原稿で満たさない場合は

採録になりません．「ショートレター」として既に掲載されている内容を発展させて「論文」として投稿

することも可能ですが，単に分量を増やして詳細に説明しただけでは発展させたことになりませんので

ご注意下さい．なお，本特集号へ投稿された論文が特集号編集委員会にて対象分野外と判断された場合

には，一般論文として扱うことになります．あらかじめご了承下さい． 

 

３．論文投稿締め切り日（2021 年 11 月発行予定） 

投稿原稿を 2021 年 02 月 12 日（金）17:00 までに電子投稿して下さい．ただし，02 月 18 日（木）

17:00 までは，論文を改訂することができます．締め切りの延長は行わない方針です． 

 

投稿原稿提出締切（電子投稿）：2021 年 02 月 12 日（金）17:00 
最終原稿提出締切（電子投稿）：2021 年 02 月 18 日（木）17:00 

 

４．論文投稿の仕方 

原稿は，「執筆の手引」（https://www.jset.gr.jp/journal/instructions-for-authors/）に従って執筆し，

学会ホームページの会員専用 Web サイトから電子投稿して下さい．郵送による投稿は受け付けてお

りません． 

 

５．問い合せ先 

日本教育工学会事務局 tokushu2021@jset.gr.jp 

日本教育工学会論文誌 特集号 論文募集（最終報） 
「特集：初等中等教育のデジタルトランスフォーメーション」 
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６．特集号編集委員会 

特集号編集委員長 高橋純（東京学芸大学） 

特集号副編集委員長  稲垣忠（東北学院大学） 
特集号幹事 泰山裕（鳴門教育大学），鷹岡亮（山口大学），山本朋弘（鹿児島大学） 
委員（50 音順） 安藤明伸（宮城教育大学） 池尻良平（東京大学） 
 板垣翔大（宮城教育大学） 梅田恭子（愛知教育大学） 
 江木啓訓（電気通信大学） 金西計英（徳島大学） 
 喜多敏博（熊本大学） 北澤武（東京学芸大学） 
 倉田伸（長崎大学） 今野貴之（明星大学） 
 坂本將暢（名古屋大学） 佐藤和紀（信州大学） 
 重田勝介（北海道大学） 瀬戸崎典夫（長崎大学） 
 豊田充崇（和歌山大学） 永田智子（兵庫教育大学） 
 中橋雄（武蔵大学） 舟生日出男（創価大学） 
 益川弘如（聖心女子大学） 光原弘幸（徳島大学） 
 森田裕介（早稲田大学） 森本康彦（東京学芸大学） 
 渡辺雄貴（東京理科大学） 
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日本教育工学会論文誌 vol.45 Suppl.の発行 
論文受付締切：2021 年 04 月 01 日（木）17:00 

日本教育工学会論文誌 vol.45,Suppl.は，年１回発行されるショートレターの増刊号です． 
奮ってご投稿下さい．  

投稿規定に記述しているように，以下のようになっていますのでご注意下さい. 
 
1. ショートレターは，教育工学に関する，実践的な研究成果，新しい試みやその結果等，教育シス

テム開発等を記述したもの．新規性（オリジナリティ）は必ずしも高くなくても，実践研究の方

法と成果を明確に記述したものです． 
2. 刷り上がり４ページ厳守です．（４ページを超えるものは採録しない） 
3. 筆頭著者（ファースト・オーサー）は本学会会員であることが条件です．あるいは，筆頭著者が

投稿時に入会手続きおよび会費納入等をすることが必要です．なお，各会員はショートレターを

年１編に限り投稿できます. 
4. 2021 年 12 月に発刊の予定です 
 
 ショートレターの内容については，例えば，以下のような内容が考えられます． 
 全国大会や研究会で発表した内容をまとめたもの 
 教育システム開発や教育実践をベースにした実践と知見をまとめたもの 
 教育工学研究としての速報的な内容 
 卒業論文や修士論文等としてまとめた内容など 
 

なお，ショートレターとして掲載されたものを一層充実させて，論文あるいは資料としての条件を

満たすように記述したものは，論文あるいは資料に投稿できます． 
 

ページ数が限られていることから，タイトル，著者，内容については十分厳選の上，ご執筆下さい． 
特に，ショートレターの趣旨から，多人数の連名著者はさけて下さい．研究全体がプロジェクトチ

ームによる共同研究であっても，実際にショートレターの限られた内容に直接携わり，執筆した研究

者にして下さい． 
 
ショートレターの査読日程予定（2021 年度） 
04 月 担当及び査読者の指名 
05 月 編集委員会で査読進捗状況の確認 
07 月 編集委員会で採録，返戻の第１回決定 
09 月 編集委員会で採録，返戻の第２回決定 
10 月 最終原稿の提出 
11 月 著者校正 
12 月 ショートレター増刊号発行予定 
 
投稿の仕方： 

原稿は，「投稿規程」と「原稿執筆の手引」(https://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執

筆し，学会ホームページの会員専用 Web サイトより電子投稿して下さい．会員の ID とパスワード

が必要です．投稿論文は電子投稿でのみ受け付けています． 
 
問い合わせ先： 

日本教育工学会事務局 
電子メール：short@jset.gr.jp 
Tel：03-5549-2263 

ショートレター増刊号論文募集のお知らせ（第２報） 
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「日本教育工学会の将来構想について」答申提出の報告 
 
2018 年 11 月に，鈴木克明会長から諮問を受け，美馬のゆり（公立はこだて未来大学）をリーダ

ーとして，将来構想ワーキンググループ（以下，WG という）が２年間の時限付きで設立されまし

た．これまで WG の活動を進めてきましたが，2020 年 11 月の理事会において鈴木会長に答申を提

出致しましたので，ここに報告させていただきます． 
答申につきましては，学会のホームページ（http://www.jset.gr.jp/），JSET NEWS に掲載を予定

しております．ぜひ，ご覧下さい．本ニューズレターでは，概要を紹介させていただきます． 
WG の活動として，WG メンバーによる７回のミーティング，メーリングリストでの議論を行って

きました．また，06 月のラウンドテーブルや 09 月の秋季全国大会で合計４回のイベントを開催し

て，会員のみなさんに随時進捗状況を報告し，意見をいただく機会を設けてきました． 
WG での議論を通して，JSET のビジョンを下記の３点にまとめました． 

 
2030 年に向けた JSET のビジョン 

日本教育工学会は，変革する社会における教育の課題を解決するために， 
・教育工学研究の推進 
・教育工学マインドを持った人材の育成 
・教育工学研究の知見に基づいた社会貢献 
を進める． 

 
ビジョンを具現化するために，下記の３つのミッションを定めました． 

1. 活動の体系化・重点化を通して「魅力ある学会」へ 
2. 学会運営の透明化・合理化によって「開かれた学会」へ 
3. 持続可能な体制構築によって「基盤の安定した学会」へ 

 
 ミッションとその達成のためのバリュー（行動基準）の到達度を測るために，それぞれに達成目標

を設定しました．下図に示します． 

 
また，2020 年の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行に伴って状況が大きく変化し，日

本教育工学会の会員が各組織で重要な役割を担っていたことから，2020 年 06 月のラウンドテーブル

で議論した結果を WG で整理してきました．ニューノーマル時代における JSET の活動に反映するこ

とを目指していきます． 
今回，WG の活動を通して JSET の将来について考える機会を得られたこと，会員のみなさんから

意見を収集しながら議論を進めていくことの重要性を感じました．この答申が，JSET の今後の発展

に寄与することを心から願っております．                    
   文責：村上正行 
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日本教育工学会第 18 期第 17 回理事会議事録 
 
日時：令和 02 年 10 月 23 日（金）～29（木） 
場所：電子メールによる 
出席：理事 鈴木克明 会長，赤倉貴子 副会長，堀田龍也 副会長，山内祐平 副会長， 

室田真男 事務局長，新井健一，稲垣忠，岩崎千晶，大久保昇，小柳和喜雄， 
北澤武，木原俊行，向後千春，高橋純，寺嶋浩介，永田智子，西森年寿， 
根本淳子，姫野完治，益子典文，松河秀哉，村上正行，森田裕介， 
望月俊男，山田政寛 

監事  山西潤一，吉崎静夫 
総務委員会 池尻良平 

 (合計 28 名) 
 
1. 前回の理事評議員同会，臨時理事会議事録の承認について 

第 18 期第 16 回理事・評議員会（合同）議事録，および第 18 期臨時理事会について原案が提示

され，承認した． 
2. 新入会員の承認について 

会員の移動状況について報告があり，承認した．2020 年 10 月 29 日現在の総会員数は 3,232 名

となった． 
3. 各種委員会から 

(1) 編集委員会 
学会誌の発行状況と今後のスケジュールに関する報告があった． 

(2) 広報委員会 
ニューズレター246 号，247 号の編集スケジュールに関する報告があった． 

(3) 研究会委員会 
研究会報告集電子化の進捗状況，今後のスケジュール，収支計画，投稿規定案に関する報告

があった． 
4. 総務・会計 

(1) 総務委員会の委員の追加について 
総務委員の追加に関する提案がなされ，承認した． 

(2) その他 
以下について，確認がなされた． 
 公益財団法人中山隼雄科学技術文化財団助成研究の募集について 

（公益財団法人 中山隼雄科学技術文化財団 より） 
 工学教育研究講演会協賛について（御礼） 

（公益財団法人 日本工学教育協会 より） 
 36 回ファジィシステムシンポジウム協賛のお礼 

（日本知能情報ファジィ学会事務局 より） 
5. その他 

(1) 協賛依頼について，承認した． 
(2) 郵送物について，確認した． 
(3) 今後の理事会日程を確認した． 

  

Japan Society for Educational Technology
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新入会員（2020 年 08 月 24 日～2020 年 10 月 20 日） 
入会申込者 40 名（正会員：25 名，准会員：１名，学生会員：14 名） 

 
正会員（25 名） 
木本充(学研塾ホールディングス) 
古川洋章(北九州市立大学) 
伊藤友佳子(玉川聖学院) 
富山大士(こども教育宝仙大学) 
田原祐子(社会情報大学院大学) 
植草恵(日本医科大学千葉北総病院) 
浅賀圭祐(玉川大学) 
山本輝太郎(明治大学) 
坂井伸彰(名古屋大学) 
赤池美紀(東北大学) 
鈴木真理子(岡山大学) 
浜屋はまや(株式会社グロービス) 
山下仁司(大阪大学) 
鳥居深雪(神戸大学) 
稲木健太郎(壬生町立睦小学校) 
齊藤絵理子(西武文理大学) 
奥村紀之(大手前大学) 
横井優子(岐阜聖徳学園大学) 
泉晋介(大阪産業大学附属高等学校) 
安達内美子(名古屋学芸大学) 
金洋太(登米市立佐沼小学校) 
阪上彩子(立命館大学) 
田中愛 
(東京学芸大学附属特別支援学校) 
加藤一義 
(江差町立江差北小・中学校) 
千葉佑介(テクニウム株式会社) 

准会員（１名） 
林一真(名古屋市立白水小学校)  
 

学生会員（14 名） 
IQBALCHADIJAH ISFARIANI 
(広島大学) 
立山愛(熊本大学) 
馬場友子(熊本大学大学院) 
松岡徹(熊本大学大学院) 
高木栄子(早稲田大学) 
坂本亘(北海道大学) 
仲西佑香(鳴門教育大学大学院) 
大槻育子(東京学芸大学大学院) 
LIU XINGCHEN(東京学芸大学) 
萩原浩平(東京学芸大学) 
松浪千春(早稲田大学) 
長田邦男 
(国立大学法人静岡大学大学院) 
宮尾一宏(東京学芸大学大学院) 
小栗優貴(広島大学大学院) 
 

 

新入会員（2020 年 10 月 21 日～2020 年 11 月 11 日） 
入会申込者 17 名（正会員：９名，准会員：１名，学生会員：７名） 

 
正会員（９名） 
高島央(北陸学院高等学校) 
宮原秀明(大阪学院大学) 
佐藤佐和子(目白大学) 
平田篤史(広島大学附属福山中・高

等学校) 
寺田実智子(愛知大学) 
時田みどり(目白大学) 
堀尾姫那(足立区立江北小学校) 
長谷川豊(フェリス女学院大学) 
堀田雄大(文部科学省) 

准会員（１名） 
樋口摩彌(同志社大学) 

学生会員（７名） 
中村大輝(広島大学大学院) 
小田晴菜(信州大学) 
荒川詠美(常葉大学) 
見城佑衣(大阪大学) 
藤本将秀(東京学芸大学大学院) 
南條優(常葉大学) 
石切山大(常葉大学) 
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担当副会長　：赤倉 貴子（東京理科大学）

広報副委員長：高橋 純（東京学芸大学）
広報委員長　：小柳和喜雄（関西大学）

　幹事：深見 俊崇（島根大学）
　幹事：脇本 健弘（横浜国立大学）
 
 
　委員：島田 希（大阪市立大学）

中村 恵（畿央大学）

会長 鈴木 克明（熊本大学）

9

広報副委員長：光原 弘幸（徳島大学）

東京都港区赤坂１-９-１３
 　　三会堂ビル８階

03-5575-5366
03-5549-2263

◎学会日誌
２０２０年１２月～２０２１年０５月
・	 �２０２０年１２月１２日（土）研究会「学習支援システム
／一般」(会場：長崎大学　文教キャンパス)　 オンラ
イン開催（Zoom）

・	 �２０２０年１２月１３日（日）「大学教員のためのＦＤ研
修会（オンラインワークショップ）」

・	 �２０２１年０３月０６日（土）〜０７日（日）＜全国大会＞
２０２１年春季全国大会（会場：関西学院大学）　

・	 �２０２１年０５月２２日（土）研究会「STEAM教育／ 	
 一般」（会場：富山大学　五福キャンパス）

◎国際会議の案内
２０２０年１２月～２０２１年０４月
・TALE 2020
	 http://tale2020.org/ 
	 (2020, 12/8 – 11, Online)
・SITE 2021
	 https://site.aace.org/conf/
	 (2021, 3/29 – 4/2 San Diego)
・AERA 2021
	 ‌�https://www.aera.net/Events-Meetings/Annual-
Meeting/2021-Annual-Meeting-Theme

	 (2021, 4/9 – 11, Orlando, FL)

２46
２０20年 12月5日


